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要　旨　　長崎市内及び近郊の通所事業所を対象に，手工芸活動の現状を把握するためのアンケート調査を

行っ た． その結果，実施頻度や日的には，通所リハビリテーシ ョン 事業所と通所介護事業所で違いが認めら

れたが，実際に行われている手一二芸種目は ，両事業所とも ，簡単で導入がしやすく ，低 コストである折り紙
，

貝■一…り絵 ，塗り絵などが多か った ．手丁芸活動の運営は大半の事業所において介護職員 ・看護師が拍
’１

１してお

り， 作業療法十（ＯＴ）が勤務している事業所はまだまだ少なく ，様々な課題を抱えながら運営されている

ことなどが明らかとなった ．これらの結果より ，通所事業所に勤務するＯＴの増加が甲まれると共に ，作業

療法十会などが中心となって ，手工芸担当者を対象にした研修会の開催や，各事業所の勉強会への講帥派遣

などを行 っていく必要があると思われた

Ｋｅｙ　Ｗｏｒｄｓ 一ＴＴ芸活動，通所リハ ，通所介護

鮒蹄階搬舳肌ｍ」

＜はじめに＞

　「作宅」と「ポ１立支援」を距視する介護保険制度の理

念のもと ，逓所リハビリテーション箏業所（以下，通所

リハ） ，逓所介護事業所（以１’
’，

通所介護）は ，布宅で

作活している高齢者の身体的 ・精神的および杜会的機能

の維持，介護者の介護負担の軽減を図ることをＨ的と
し１＝ 布宅支援において重要な役割を刑 っている ．通所

サービスを充実させていくことは ，障害をもつ高齢者が

在宅で暮らすことができる期問を延長するばかりでなく
，

本人や家族の牛活の質を保証するものである
！・ ＝い

．通所

事茱所では利川者が長時間滞在するため，各事業所で様々

なプログラムが展閉されており
１一 ‘■

なかでも千丁芸活

動は ，集卜ｊ］および個別プログラムとしてよく用いられて

いる ．しかしながら ，通所事業所における手工芸活動に

関するマニュアル的なものは存在せず，沽動を用いたア

プローチを専門とする作業療法上（以下，ＯＴ）として

通所事業所従事者から千工芸活動に関して相談を受ける

事も多い、今後，老人分野におけるＯＴの需要が益々高

まり ，通所事薬所に勤務するＯＴも±曽加することが戸想

されることから ，通所事柴所における丁」ｌ１芸活動のあり

方について検討していくことは重要と思われる

　そこで，通所事業所に対して，千工芸活動の現状につ

いてアンケート調査を行い，若十の知見を得たので徹告

する

＜対象と方法＞

　調脊の対象は長崎 １１ｉ内及び近郊の通所リハ５７事茱所
，

通所介護４８事業所，計１０５カ所の通所・事業所とした

　アンケート調査は丁工芸活動に関して，独［に作成し

た質問川紙を用い，各事業所へ郵送にて配布 ・回収する

方法をとった ．アンケートの回答は千 １１芸活動を巾１接担

当しているスタッフに依頼した Ｉ調査期間は平成１４年１ユ

月１１日から同１２月２Ｈとした ．調査内容は表１のとおり

であり ，回答方法は質問の項口により選択肢方式または

記述方式とした

表１ ．調企内容

項　日

」． スタッ７お １二ぴ利用者’数について

２． 手工芸活動を」日のフ’ ログラムに取り人れているか

３． 手工芸活動の対象青に 一’〕いて

４． 一手 ’工芸活動を行う主な目的について

５一 行われている手工芸種日について

巴． 手工芸活動を行う１二で困っていることは何か

７、 困っている事｛の対応策

呂． 手■ｒ芸活動に関わっている職種について

９．一手工芸活動に対してＯＴがど’〕 ．ヒうに関わ っているか

　（ＯＴが所属Ｌている事業所ぴ〕み〕

１０ ．手工芸活動を行 っている時問帯にっいて

１１ ．材料費はどの．仁うにしているか

１２ ．手工芸活動に対して工夫Ｌている点に ’． 〕いて

回答方法

／選択回答〕

｛選択１・」答〕

１選択 、重捜回答〕

（．ト位２っ 、自由１’」答〕

（選択 、重複回答〕

１選択 、重複１百１答〕

１自由回答〕

１選択回答〕

（選択回答〕

１自由回答〕

／選択回答〕

（自由回答）

長崎記念病院

長崎百合野病院

長崎大学昧学部保健学科

長崎大学医学部 ・歯学部附属病院

介護老人保健施設　三原の園

和ｆ．二会病院
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＜結　　果＞

　回答は６６事業所（通所リハ３０箏業所，通所介護３６事業

所）より得られた ．１珂収率は６２．９％であった

１）」ｌｉの利用者数について（図１）

　通所リハでは２０名未満の事業所が１３事業所（４３％）
，

２０名～３０名が９事業所（３０％） ，３０名一４０名が３事業所

（１０％） ，４０名以上が５事業所（１７％）であり ，通所介護

では２０名未満の事業所が２２事業所（６１％） ，２０名一３０名

が１２事業所（３３％） ，３０名～４０名が！事業所（３％） ，４０

名以上が１事業所（３％）であ った

３）手工芸活動の実施頻度について（図２）

　通所リハでは「毎円取り入れている ．」と回答したの

が１８事業所（６０％） ，「週数同取り入れている ．」が３事

業所（１０％） ，「不定期で取り入れている ．」が８事業所

（２６ ．７％） ，「取り入れていない ．」が１事業所（３ ．３％）

であった ．通所介護においては「毎日」が１１事業所
（３０ ．６％） ，「週数回」が（８ ．３％） ，不定期が１９事業所
（５２ ．８％） ，「取り人れていない」が３事業所（８．３％）と

，

手工芸活動の実施頻度は通所リハの方が通所介護よりも

高か った

通所リハ（Ｎ＝２９）

３０％

４３％

３跳

通所介護（Ｎ＝３３）

　３％３％

通所リハ（Ｎ＝２９）

２６ ．７％

６０％

通所介護（Ｎ＝３３）

３０ ．６％

亙・・名未満 嚢・１二三三彗■馳一・・名 圏・・名以一

６１“

５２．８％　　　　　　 ８３％

期圃取／入征
て／；；］

図１ ．　ｆ１の利用者数について 図２ ．手工芸活動の実施頻度について

２）ＯＴの勤務状況について（表２）

　通所リハにおいて常勤が９事業所（３０％） ，非常勤が

３事業所（１０％）であり ，通所介護は常勤が１事業所
（２ ．８％） ，非常勤が２事業所（５．６％）で ，ＯＴの勤務率

は低い結果であった ．その他のスタッフについては表３

のとおりである

４）対象としている利用者について（図３）

　通所リハでは４８．３％の事業所が利用者全員 ，１司じく

４８．３％の事業所が希望者のみを対象としていた ．これに

対し ，通所介護では１５．２％が利用者全員 ，８１ ．８％が希望

者のみを対象としていた

表２ ．ＯＴの勤務状況について １００

常勤（％）　　　　　　非常勤（％〕
８０

通所リハ　　９事業所（３０％）

通所介護　　　１事業所（２ ．８％）

３事業所（１０％）

２事業所（５ ．６％）

表３ ．一一口のスタッフ数について（常勤，ＯＴ以外〕

※」日口〕 平均利用者数ごとに集刮

逓所リハ 逓所介誰

■１ｏ名未満 ○ヨ事菓研〕 ■１ｏ名人満 （”宇業所〕

介護職員 ｏ～榊１ い１｛ 均１ ．脇〕 介護職員 ｏ～右升
コ

い１｛均１ ．呂名〕

看誰師 ○几ヨ牛 ｛中均１ ．脇〕 看誕師 ｏ～１牢
コ

｛半胸１ ．脇〕

そ’〕 他 ○牛
コ

’呑誰帥 ト・仰＝ いＦ均１ ．１寺＝〕

■２０名～ヨＯ名 凹卑業所〕 ■２０名～珊名 ｏ２事’業所〕

介護職員 １～呂名 １「 卜均一 ．１括〕 介護職励 １～呂名 岬均一 ．眺〕

霜護帥 １～仰 １平均！．仰ｒ〕

看誰帥 １一辛■
１巾均１ 」…側

そ’〕他 ｏ～…キ
ー

いＦ均１ 一１弁」〕 石’ 誰１師 １～仰 １平均１ 一ヨ圭Ｉ〕

■帥名～仙名 （ヨ事葉所〕 ■一〇名…仙名 （１ 一中業所〕

介誰職員 １ト脇 ／中均仰 一ｊ 介誰職員 ヨキ
■

石’ 誰岬 １～脇 い１｛ 均１ ．７名〕 看劃 ｌｉ宇
■

その他 ｏ～１中
一

１平均ｏ ．ｌ１中＝〕 輔卸巾 １才
一

■仙才■以１１ 伍事一業所〕 ■仙名以上 ｌ１革柴所〕

介講職員 ５～ｌｏ名 い１砒〃 ．１中コ〕 介護職員 仰■

看誰帥 一山砕 ｛平均Ｅ辛〕 看謹帥 １１辛

その他 ○廿月名 いド均１ ．拮牛＝〕 石’ 誰山 １升
■

※」日口〕 平均利用者数ことに集計

６０

４０

２０

８１ ．８

圏通所リハ

４８ ，３ 　　　 ４８ ・３

国通所介護

１５ ．２
１３ ，８　　　　１３ ．８

１２ ．１

３． ０

　利用者　希望者のみ　施設が選択　　その他
　全員

図３ ．手丁芸活動の対象としている利用者

５）手工芸活動を行うＨ的について（図４）

　通所リハでは「趣味的活動によるＱＯＬ向上」と「． ヒ

肢機能の維持 ・向上」を ，通所介護では「趣味的活動に

よるＱ０Ｌの向上」をそれぞれ６割前後の事業所が回答

していた
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通所事業所における手ユ１芸沽動

１ＯＯ

８０

６０

４０

２０

　６６ ，７

　　　６５ ，５

５８

３３ ．３

　２７６

３０ ．３

１呂 ．２

　　 Ｉ７ ・２１５
，２ 　　 １０

，３１２ ・１

３． ４３ ・Ｏ

｛」榊一・パり化＿十 □舳過廿

　趣上精利作集そ　味維肢向神交用　成　中　の
　的持機上機流者　に　力　他
Ｑ活 ・能（能を閲達よ　を
○動向の痴の図の成る　養
Ｌに上　呆維る　感満　う
のよ　　　　予持　　　　 ・足
向る　　　　防　・　　　　喜感
上　　　　　　）　　　　　　び　 ・

　図４ ．千ｒ１芸沽動を行うＨ的について

６）行われている千．ｌ１芸楴１１について（１ヅ１５）

　通所リハ ・通所介護でほとんど杣違はなく ，折り紙 ，

貼り絵，ぬりえ ，ちぎり絵がト位を占めていた

編　 ■“ 　’　絵　・三　木　 １ｆ 　ｕ」　押　 二　 ’中１」申１」　革　陶

物４ケ伸■，＾ｌｒ１円Ｌ 角二」繍了・細芸　二 リ　　他　　ス貞 　花拙’戸 　　　 ’ｒ

　古，パ 　　　　　　　 紙三
　１］ 　｝ 　　　　　　　　　　　　　　丁

通所一事業所において行われている

千丁芸楴Ｆｌについて

刊・ 山坤人

．苗１徹 ・冊血』竹

■［＝一　
・川榊亘｛百匝亟瓦］

図７ ．困 っていることへの対１一」

帖　山　；

紙　捺　’

８）千」１芸活動に１臭１わ っている職種について（１刈８〕

　「介護職員 ・看護帥 ・　　　　　 ・ＯＴ ・その他」の選

択岐の巾から ，重複！１」答を認める形で［ｌｉ１答を求めた紬果
，

逓所リハにおいて介護職員を選択したのが３０事業所
（１００％） ，　看言隻嗜而カ ｛２１ 一＃幸業同干　（７２ ．４％） ，　手里学＝斗寮～去 ’１ニカ 亨２

・事業所（６ ．９％） ，ＯＴが８事業所（２７．６％） ，また通所介

護においては ，介護職員が３２ザ業所（９７％） ，看護帥が

２２卓業所（６６ ．７％） ，理学療法１二がＯ事業所 ，ＯＴがユ事

茉所（３％）と両事業所とも介護職員 ・看護帥がその人

十を Ｉ．了めていた

図５

７〕 ・乎丁芸活動をイ
’」二 う． 」二で困 っていることについて（図６）

　ｊ遁所リハ，通所介護ともに男性利用者への導入，意欲

発動竹がない利用者への導人，痴呆者への対応，内容の

マンネリ化などが挙げられており ，どの事業所も複数の
課・題を抱えながら運営していることが明らかとなった

また ，１木１っ ていることに対し ，それぞれの事業所独白で

対応していることについては１測７のとおりである

１００

８０

６０

４０

２０

％１００
９７

７２ －４

６６ ．７

６． ９

２７ ．６

１２ ．１

　　６ ．９
．．．．

３

　介護　　　Ｎｓ　　　ｐＴ　　　ＯＴ　　その他

図８　手工芸沽動に関わ っている職楴について

　男
導代
入手
　用
　新

図６

　　意痴
一“

内スキ里そ　利欲　　封呆　　間ン 　　 ■“ 容　　締タ　　対覚　　　山
　用 ・　応肯　　題ハ 　　ン山 　　撃 ツ　　応陣　　他
　音発　　　　ヘ　　　　ワ　　　ネ　　　　十　フ　　　　害

　へ勒山１り足旧者　　　　　　　 山　　　化　　　　　　　　　　　へ

　人１１

千’１１芸活動を行う ．上二で困 っていることについて

９）丁’ｒ芸活動へのＯＴの関わり方について（表４）

　ＯＴが勤務している事’茱所における千丁芸沽動に対す

るＯＴの関わりガは ，通所リハ ・通所介護ともに「企１曲１

と実際の運常を行 っている」と答えた事業所が最も多く
，

その他は介護職員 ・看護帥による運常のサポートや作業

」二程のアドバイス ・作品の紹介などであった

１０）活動時間について（凶９）

　千」二芸沽動の時１昌」については ，通所リハ ・通所介護と

もに多くの事業所において３０分から９０分の間で沽動時閉

が設定されていた

ユ１）材料費について（図１０）

　通所リハ ・通所介護ともに事業所側が令額または一部

を負抑しているところが人半であ った ．また材料の ’ｒ火

について白由呵答を求めた結果，廃材の利用 ，白然素材

（石 ，つる ，落ち葉 ｅｔＣ）の利用 ，リサイクル ，寄付を
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募る等がほとんどで，基本的にはどの事業所も材料費が

かからないような運営をしていることが伺えた

表４ ．手二１二芸活動へのＯＴの関わり方について

通所リハ　通所介護

企画 ・運営の両方を行う

企画は行うが運営はしない

運営は行うが企画はしない

その他★

無記入

★その他の自由回答

　ケースに応じて助言などを主としている

・作業工程の指導

・作品の紹介

・利用者に対してのアドバイス

通所リハ（Ｎ＝２４）

１７％

２６％

通所介護（Ｎ＝２７）

図３０分以上～６０分未満 團９０分以上～１２０分未満

１姜１６０分以上～９０分未満 図１２０分以上

図９ ．活動時問について

通所リハ（Ｎ＝２９）

　　　　　　１０％

２８％

通所介護（Ｎ＝３３）

　　　　　　９％

２４％

固利用者の全額負担　團施設の全額負担

国利用者の一部負担　図その他

図１０．材料費について

＜考　　察＞

　今同の調査の結果，ほとんどの通所事業所がプログラ

ムの一つとして手工芸活動を取り入れていることが改め

て確認された．手工芸活動の対象者については ，通所リ

ハでは，約半数の事業所が全員を対象としているのに対

し， 通所介護では，全員を対象としているのは ，１５ ．２％

にしかすぎず，約８割の事業所が希望者のみを対象とし

ていた ．また ，手工芸活動の目的に関しては，通所リハ

では ，回答した事業所の多い順に ，「上肢機能の維持

向上」が最も多く ，続いて「趣味的活動によるＱＯＬの

向上」であったのに対し ，通所介護では，順位が逆転し

て「趣味的活動によるＱＯＬの向上」 ，「上肢機能の維持 ・

向上」の順であ った ．つまり ，通所リハでは ，手Ｔ１芸活

動を利用者の心身機能の維持 ・向上に向け ，積極的に用

いているのに対し ，通所介護では ，人浴，レクなどの

活動時問の合間を利用して ，趣味活動を通じた有意義な

時間を過ごす手段の一つとして導入されている傾向にあ

るのではないかと推察された ．しかしながら ，このよ

うに手工芸活動の実施頻度や目的に違いが認められなが

らも ，実際に行われている手丁芸種目は，折り紙，貼り

絵， ぬりえ ，ちぎり絵等が上位を占めており ，両事業所

で違いは認められなか った ．したがって ，現状としては

導入のしやすさや低 コストに重きが置かれ，個々の二一

ズに合わせた十分な対応ができているとは言い難い状況

にあると思われる 、このことは ，手二ｒ二芸活動の実施にあ

たり困 っていることとして ，両事業所ともに ，意欲 ・発

動性の低い利用者などへの対応，男性利用者や痴呆への

対応，内容のマンネリ化やスタッフの経験不足などが高

い割合で挙げられていたことからも伺える ．野村
１１

はわ

が国の通所リハ ・通所介護には幼稚園のようなところに

は行きたくないと高齢者に思わせる雰囲気をもつところ

もあると指摘している ．また ，野村引は手工芸活動が痴

呆性高齢者の活動性の向上や不適応行動の改善に効果が

あるとされても
，．

単に実施する事が優先されるのでは

なく ，その前にスタッフは痴呆性高齢者個人に適してい

る手工芸を見つける試みや，手工芸活動を勧めるかどう

かの判断をすることが重要であると指摘している ．さら

に， 立藤
７、 は， 積極的な治療的支援が必要なのか，杜会

生活維持のための福祉的支援が必要なのか，個々の目標

を明確にした上で，対象者の二一ズに合わせた支援を

実施することが不可欠であると述べている ．したが っ

て， 利用者の身体機能や精神機能はもちろんのこと ，

生活歴や趣味などを十分に考慮した上で，対象者に必要

でかつ本人が好む活動を模索し ，提供する努力が必要で

あると思われる ．また ，心身レベルに応じたｌ１１程のｌ１１

夫， 作品展やプレゼントに向けた作品作りなど手工芸活

動に対する利用者のモチベーションを向上 ・持続させる

ための取り組みについては・ 卜分検討する必要性があろう

しかし ，一口に２０名から ，多いところでは６０名もの利

片１者を対象とする現状において ，これらの実践には ，そ

れなりの知識や経験が不可欠であることは言うまでもな

い． 本来ならば，活動を通して心身機能の維持 ・向 ．トを

図る専門職であるＯＴが，これらの通所事業所で，その

能力を発揮することが期待されるところであるが，現状

ではＯＴの就業卒は非常に低く ，またＯＴが関わ っている

事業所においても ，手工芸活動への直接的な関わりは低

い現状にあり ，実際に運営に携わ っているのは介護職員
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遜所事業所における手工芸活動

石護帥であ った ．したが って ，今後，通所事業所に勤

務するＯＴが増加することを望むとともに ，リ、しの作業療

法一二 会によっ て， 逓所事業所の職員１ｆｌ」けの丁丁芸活動に

関する研修会の閉催や ，各事業所の勉強会への講師派

遣といった指導 ・援助を行 っていくことが必要と思われ

る． また ，■本年度４月に介護辛臣酬の改訂が行われたこ

とを機に ，通所リハでは ，個別リハ加算が新設され
，

通所介護においても機能訓練加算のためにＯＴの需要が

さらに高まっ てきている ．今回得られたデータをもと

に， 通所事業所における千 ’Ｔ１芸活動のあり方だけでな

く， そこでのＯＴの役割についても ，さらに検討してい

きたい
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Abstract A survey was conducted to learn about the arts and crafts activities being corLducted 

at day activity centers in the city of Nagasaki and its suburbs. The results showed differences in 

the frequency and purpose of the activities depending on whether they were performed at a day 

care or a day service, but the types of arts and crafts done at both types af facilities were often 

simple, easy-to-teach, Iow-cost projects such as paper folding, collage making, and coloring. At the 

majority of the facilities, caregivers or nurses oversaw the arts and crafts activities, and the nurn-

ber of facilities with occupational therapists (OT) on staff is still few. It was found that these 

types of facilities were faced with many challenges in their operations. The results showed that 

while an increase in the number of OTS at day service is desired, there is also a need for the oc-

cupational therapist association to take the lead in holding training sessions for those who ,Dversee 

arts and crafts activities and to send speakers to participate in study sessions held at vari,Dus fa-

cilities. 
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